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　安政東海地震（嘉永 7 年 11 月 4 日）および安政南海地震（嘉永 7 年 11 月 5 日）の震度分
布図を作成した。これらの地震の震度分布図の作成に使用した史料は，日本地震史料（武者，
1951），新収　日本地震史料（東京大学地震研究所編，1987），東海地方地震津波史料（都司編，
1979：1983），紀伊半島地震津波史料（都司編，1981），高知県地震津波史料（都司編，1981）
および静岡県地震対策基礎調査報告書（静岡県地震対策課，1979）である。これらは全て公開
された史料である。安政東海地震については，既に報告しているが（宇左美・他，1986），安
政東海・南海地震についての「新収　日本地震史料」が，昨年 3 月に出版されたのを機会に見
直しをしてみた。同時に安政南海地震についても，全国版の震度分布図を作成した（第 1 図お
よび第 2 図）。
　史料は地点ごとに整理し，大字程度まで分けることにした。そして，全部の地点の震度を決
めた上で，隣接する地点がグループ化できる場合は，何点かをまとめて一点として表示したと
ころもある。震度分布図上の地名は，原則として現代名としたが，震度の意味する広がりをう
まく表現できない場合は，当時の地名を使用したところもある。しかし，そのような地点はご
く僅かである。震度の推定の基準は前の報告（宇左美・他，1986）とほとんど同じである。第
3 表～第 5 表参照のこと。
　史料の引用は膨大になるので，代表的な地点について，安政東海地震は第 1 表に，安政南海
地震は第 2 表に掲げる。紀伊半島の史料が東海地方に比べて少ないのは，絶対量もさることな
がら，安政東海地震と安政南海地震の被害を区別することが，困難なことによる。さらに，津
波によって流失した家屋が多く，地震動によって破壊したことを裏付けることが，できにくい
ことも理由である。また，四国の太平洋側も津波の被害が大きく，地震動被害が隠れてしまっ
ていると思われるところもある。ここでも安政南海地震後の嘉永 7 年 11 月 7 日に，伊予灘を
震源とした地震が発生しており，大分県，愛媛県の一部では被害が重なり，分離することがむ
ずかしい。なお，安政東海地震の震度は，前報と僅差のある所もあるが，全体的傾向は同じで
ある。
　以上のような問題点があることを考慮して，今回の第 1 図，第 2 図を利用してほしい。
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第 1 表　安政東海地震の被害記述
Table 1　Example of damage due to Ansei-Tokai earthquake of December 23, 1854.
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第 1 表　つづき
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第 1 表　つづき
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第 2 表　安政南海地震の被害記述
Table 2　Example of damage due to Ansei-Nankai earthquake of December 24, 1854,
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第 2 表　つづき
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第 2 表　つづき
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第 2 表　つづき

第 3 表　震度判定表〔宇佐美・他（1986）〕
Table 3　Intensity scale for historical earthquake.
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第 4 表　歴史地震における被害率と震度の関係
Table 4　Relation between damage rate and intensity for historical earthquakes.

第 5 表　旧い震度判定規準（1986）と新しい規準（1988）の変更点
Table 5　Change of criteria of intensity scale in the previous (1986) and the present paper.

―492―



第 1 図

Fig. 1　Map of Intensity Distributions of Ansei-Tokai Earthquake (Dec. 23, 1854)
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第 2 図

Fig. 2　Map of Intensity Distributions of the Ansei-Nankai Earthquake (Dec. 24, 1854)
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第 3 図　安政東海地震（1854 ×Ⅱ，23）震度分布図（拡大図）

Fig. 3　Map of Intensity Distributions of the Ansei-Tokai Earthquake (Dec. 23, 1854) (Magnified map)
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